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zアメリカONCの発したMeaningful Useで指定

zIHIC 2011 at Orlando FL, May 13,14
yWGM May 15-20

zGreen CDA
ze-learning
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厚生労働省標準規格（2010/3現
在）
z 医薬品ＨＯＴコード

z ICD10対応標準病名集

z 患者医療情報提供書（患者への情報提供）

z 診療情報提供書（電子紹介状）

z IHE PDI (Portable Data for Images)（DICOM画像CD）

z MFER（心電図など波形データ）

z DICOM
z HL7 v2.5（処方、検査、患者基本）

z 臨床検査項目コードJLAC

z 「今後厚生労働省において実施する医療情報システムに関
する各種施策や補助事業においては、厚生労働省標準規
格の実装を踏まえたものとする」
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医療ITに関する最近の施策
z1.2500億円の地域医療再生基金

y90地域

y10-15% が医療ITに向かう

z2. 医療ITシステムでのASPの規制緩和

ySaaS型は小病院、診療所に向くといわれる

z3. 在宅介護機器開発事業（経産省）

yアメリカ、韓国では機器相互接続性デモが盛ん

z4. 医療・社会保障ID設定へ
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「少しでも情報が多いほうがよりよい
医療が提供できると思いますか？」

z電子カルテが相互アクセス可能となっている

z訴点：「紹介元の病院で昔治療したときのア
レルギー、地域連携カルテで見えたはず」

zオーベン：「紹介元のカルテ、ちゃんと見てお
けよ、見落としたと言われないように」
y研修医はどれだけ時間かけて読むか？

z部分最適と全体最適の不一致
yそもそも医療における訴訟および報道が、近視

眼的に部分最適に留まるために、医療の萎縮、
医療費の無駄な高騰が生じている.
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関連する基盤

zセキュアネットワーク基盤
yレセオンライン基盤の流用可

z標準化基盤
yHIS情報を外部に出すためのHIS側の整備はSS-MIX成果物で、オー

ダ内容、各種文書、ともに整備した

y各種文書形式（各種サマリー）のCCD (Continuity Care Document, 
CDAによる）対応の標準文書形式作り（今は紹介状のみ)

yIHEのCT(Correct Time), ATNA(Audit Trail & Node Authentication), 
XUA(Cross-enterprise User Authentication), PIX(Patient 
Information eXchange), PDQ(Patient Demographic Query) の至急
厚労省標準化

zこれらと、出口戦略としての診療報酬、これで裏付け
られた責任分岐範囲の合意が揃えば、、、
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End of presentation
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